
Q.3 人財戦略については、いかがですか

Q.5

Q.4

「エンタメをインフラに」という中期ビジョンを実現していく上
で、「人財の育成」は、当社の成長戦略において最も重要な戦略の
一つであると考えております。店舗網の拡大に加え、コンテンツ
の拡充によって最新デジタル機器の導入などが進み、スタッフが
習得するべき知識やノウハウが広がっております。
そこで、2021年4月、社員研修センターを、前橋市から東京
都に移転し、設備の拡大、教育体制の更なる拡充を図りました。
今後、教育・研修カリキュラムの整備等を通じて、「まねきねこ」
がお客様から支持される大きな理由の一つである「接客力」に、
更に磨きをかけてまいります。
また、年初には、毎年恒例の「新年会・成果発表会」という店舗

先行きが見通せない状況が続いておりますが、止まない雨は
ありません。激しい雨の中だからこそやるべき、基盤の強化や
新たなコンテンツ開発など、雨後の成長に必要不可欠な準備を
着実に推し進めてまいります。

当社は、群馬県にて創業し、
地域の皆様から支持を得ながら
事業を拡大し、そこから全国展
開企業へと成長してまいりまし
た。いわば出自である地の中心
的な繁華街・JR 前橋駅北口の
大型商業ビルが、近年、集客力
が低迷し空きスペースも目立つ
厳しい状況に陥っていました。

株主の皆様には、業績低迷や減配など、ご心配をお掛けして
おり、大変心苦しく思っておりますが、ベンチャー精神を忘れる
ことなく、今後も、新たな成長に向けた挑戦を続けてまいります。
引き続きご支援ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

そこで、当社は、かつて当社を育んでくれた地域への感謝と、
地域貢献という新たな価値創造への挑戦の視点から、当社グルー
プが中心となって再活性化を進めることとしました。2019年
2月より当社グループ所有物件とし、コト消費や体験型エンター
テイメントを軸としたリニューアルを進めてまいりました。
そして、2020年12月に「アクエル前橋」としてグランドオープン
を果たしました。お近くにお越しの際は、是非とも当社グループ
の新たな提案の数々をご体感ください。

スタッフをねぎらう会を催しておりますが、今年は、コロナ禍
の中で迎える特別な年初ということで、社長、全取締役、本社
スタッフが手分けして全国各地で「はじまりの会」を開催し、従業
員一人ひとりをねぎらう取り組みを行いました。

カラオケセグメント業績

最後に、株主の皆様へメッセージをお願いします

「アクエル前橋」など、新たな挑戦にも着手していますね
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「はじまりの会」で従業員に菓子袋を配布



Q.1 当上期の業績はいかがでしたか

Q.2 カラオケ事業では、厳しい環境下にあっても積極的な拡大戦略を展開していますね

当上期の連結業績は、コロナ禍の大逆風が収まらず、誠に遺憾
ながら大幅な減収および赤字決算を余儀なくされました。
主力のカラオケ事業では、前期から、安心安全と健康の確保
を最重視した店舗運営を継続し、足が遠退いている顧客層の呼び
戻しに注力してまいりました。しかしながら、昨年10月下旬か
らコロナ禍第3波が到来し、感染者増加傾向の中、最大商盛期で
ある12月の売上客数は前年同月の半数近くに落ち込みました。
更に、2021年1月7日には、政府による緊急事態宣言が再発出

され、厳しさに拍車がかかりました。
こうした状況を受け、当第2四半期末の配当金は、当初計画の
1株当たり4円から2円減配の2円とさせていただきました。
株主の皆様にはこの場をお借りして、お詫び申し上げます。また、
当通期の連結業績と期末配当につきましては、現時点では今後
の業績に与えるコロナ禍の影響を把握することが著しく困難な
ことから、誠に遺憾ではございますが、「未定」とさせていただ
きました。ご理解のほどお願い申し上げます。

「エンタメをインフラに」
の実現に向け、店舗網拡大と
人財強化策を柱とした
成長戦略を推し進めてまいります

当社は現在、上場以来最大の逆風の中に立っております。しかし、
見方を変えればこれは大きなチャンスでもあります。コロナ禍
の影響から、好条件の物件情報が増加傾向にあります。今を
“ 好機 ”と捉え、首都圏を中心に、新店開設と既存店の移転・増室、
そして低採算店の整理を積極的に推し進めております。当上期
は、新規出店17店舗、低採算店の整理7店舗を実施しました。

また、2021年3月に、株式会社大庄のカラオケ事業の譲受を
取締役会決議し、同年4月30日をもって43店舗の譲受が完了し
ております。このうち32店舗は1都3県（東京・神奈川・千葉・
埼玉）に位置しており、当社の重点出店先でのドミナント深耕
等が加速することとなります。

※1　2018年６月１日付で1：4の株式分割を行いました。2017年8月期に関しては当該株式分割を加味し、１株当たり配当金を算出しております。
※2　東京証券取引所市場第一部への市場変更を記念し、2017年8月期第２四半期末配当金において１株当たり0.5円、期末配当金において1株当たり0.5円の記念配当を実施しました。
※3　2020年8月期第２四半期までの業績については、2020年８月期第２四半期末を基準日として当社子会社株式の現物配当(スピンオフ )を実施したカーブスホールディングスグループの業績も含んでおります。
※4　2021年8 月期の期末の配当金予想については未定です。

業績ハイライト

代表取締役社長　　腰髙 博
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カラオケ事業の詳細は、特集もあわせてご覧ください。
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スタッフが手分けして全国各地で「はじまりの会」を開催し、従業
員一人ひとりをねぎらう取り組みを行いました。

カラオケセグメント業績

最後に、株主の皆様へメッセージをお願いします

「アクエル前橋」など、新たな挑戦にも着手していますね

1株当たり配当金

（円）
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営業利益
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「はじまりの会」で従業員に菓子袋を配布

https://twitter.com/maneki_official

